
計画書のなかの具体的なハードル、課題、目標との差異を考える。
達成率はどれくらいだと考えるか？　また、その理由は？

次につなげるには？
　どうすればうまくいったと思うか？
　誰かにやらせるとすれば、どんなアドバイスが考えられるか？
　もう一度やるとするとどう変えた方がいいか？

なぜか？
　なぜ、その差異が生じたのか？
　何がうまくいったのか？
　何がまずかったのか？
　その理由、原因は何か？

報告書を書く時のポイント

メモを活用する。
　　活動中に気づいた点は必ずメモをとっておくこと。
　　人間の記憶には限界がある。

写真を活用する。
　　メモの代わりに気づいたこと、気になったことなどを写メールにしておく。
　　たとえば、地図ルート上の標識や案内板、誰かが書いたメモなど....
　　
振り返りを活用する。
　　グループのメンバーとの打ち合わせ、振り返り反省会、個人的な振り返り、反省の
　　言葉など、あとの報告書作成には必ず必要になってくる。


